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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- （0） コミュニケーション上級英語 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

（0） 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

（0） 1又は2 自由選択 ○ ○ ○ ○

（0） 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

16 (注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

46

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

健康スポーツ科目

社会連携科目

基盤科目

自由選択科目

計

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履
修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する
教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」の
履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，
語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能
検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

教
養
教
育
科
目

必修

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4

注7： 領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

注6：

選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

コミュニケーショ
ン基礎

2

上記4科目から2科目以上

平和科目
大
学
教
育
基
礎
科
目

大学教育入門

教養ゼミ

共
通
科
目

領域科目

外
国
語
科
目

英
語
 

(

注
２

)

初修外国語

情報・データサイエンス科目

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　教育学系コース（教育学プログラム）

区
分

科目区分
要修得
単位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

4

「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめるプログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象
とする。

選択必修4

（0）



学 部 履 修 基 準 

 

第 五 類（人間形成基礎系） 

○ 教 育 学 系 コ ー ス（教育学プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教

養

教

育 

平 和 科 目  ２ 

４６ 

大学教育基礎科目 
大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目  １６ 

専

門

教

育 

専門基礎科目 １６ 

４６ 

８２ 

専門科目 

〈研究法〉〈領域基礎演習〉 １６ 

２０ 
〈領域課題演習〉  ２ 

教育学総合演習Ａ  １ 

教育学総合演習Ｂ  １ 

専門選択科目 
専門支援科目 

２８ 
その他 

卒業研究 
課題研究 ２ 

８ 
卒業論文 ６ 

合       計 １２８ 

 

専門教育科目履修基準 

＜履修上の注意＞ 

１．『専門基礎科目』は１６単位以上，『専門科目』は２０単位以上選択履修すること。また，『専門基礎科目』

と『専門科目』を合わせて４６単位修得すること。 

２．『専門科目』については以下の①～③に留意すること。 
   ①〈研究法〉と〈領域基礎演習〉を合わせて１６単位以上，選択履修すること。 
   ②〈領域課題演習〉から２単位を選択履修すること。その際，『卒業研究』における研究領域に応じて科目

を選択することが望ましい。   
   ③「教育学総合演習Ａ」１単位，「教育学総合演習Ｂ」１単位は必修とする。  
３．『専門選択科目』に充てる副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２８単位まで認める。 

４．『卒業研究』の８単位は，課題研究からの２単位と「卒業論文」６単位を充てること。 

 



第五類 教育学系コース（教育学プログラム）                                 

  開設単位数欄の○印数字は必修 

      履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

教育哲学 I １  ○       「哲学、倫理学、宗教学」，「哲学、倫理学、宗教学、心理学」   

教育哲学 II １  ○        〃    , 〃  

日本東洋教育史 I １ ○        「日本史・外国史」  

日本東洋教育史 II １ ○         〃  

西洋教育史 I １  ○        〃  

西洋教育史 II １  ○        〃  

教育社会学 I １  ○       「社会学、経済学」，「社会学、経済学（国際経済を含む。）」  

教育社会学 II １  ○        〃  , 〃  

教育方法学 I １  ○       
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ

ラム・マネジメントを含む。） 
 

教育方法学 II １  ○        〃  

社会教育学 I １ ○        
教育に関する社会的、制度的又は経営的事

項（学校と地域との連携及び学校安全への対応
を含む。） 

 

社会教育学 II １ ○         〃  

教育行政学 I １ ○        「法律学、政治学」，「法律学（国際法含）、政治学（国際政治含）」  

教育行政学 II １ ○         〃  , 〃  

比較教育学 I １  ○       
教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への対応

を含む。） 
 

比較教育学 II １  ○        〃  

教育経営学 I １  ○        〃  

教育経営学 II １  ○        〃  

幼児教育学 I １ ○        幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

幼児教育学 II １ ○         〃  

高等教育概論 ２    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

研
究
法 

教育調査統計法演習 ４     ○      

教育フィールドワーク演習 ２    ○       

領
域
基
礎
演
習 

教育哲学演習 I １   ○      「哲学、倫理学、宗教学」，「哲学、倫理学、宗教学、心理学」   

教育哲学演習 II １   ○       〃    , 〃  

日本東洋教育史演習 I １    ○     「日本史・外国史」  

日本東洋教育史演習 II １    ○      〃  

 
 
 



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 



教育学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

知
識
・
理
解

(1)

教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育
史、教育社会学、教育方法学、社会教育
学、教育行政学、比較教育学、教育経営
学、幼児教育学、高等教育学などの教育
関連諸科学の基礎を習得している。

教育関連諸科学の基本的な諸概念や理論を理解
し、多様な観点を総合化することができるとともに、
自らの意見・立場を適切に位置づけることができる

教育関連諸科学の基本的な諸概念や理論を理解
し、多様な観点を総合化することができる

教育関連諸科学の基本的な諸概念や理論を理解
し、説明することができる。

(1)

外国語運用能力、統計分析、観察法、情
報処理など、教育学の研究手法の基礎を
習得している。

幾つかの研究手法に関して基本的知識を持って
おり、適切な手法を選択して自らの調査研究を遂
行することができる

幾つかの研究手法に関して基本的知識を持って
おり、その手法を用いて与えられた課題を遂行す
ることができる

幾つかの研究手法に関して基本的知識を持って
おり、その概要について説明することができる

(2)

現代の多様なメディア状況に対応し、図書
館、資料・史料館、インターネットなどを駆
使して、教育に関する情報を収集できる。

自らの知識と理解を広げるために、図書館、資料・
史料館、インターネットなど多様なメディアを駆使し
て、広範な領域から一次および二次情報を収集す
ることができる

自らの知識と理解を広げるために、図書館、資料・
史料館、インターネットなど幾つかのメディアを駆
使して、関連情報を収集することができる

図書館、資料・史料館、インターネットなどの利用
法を知っており，授業等における参考文献・情報
を収集することができる

(3)

具体的な教育課題に対して、情報収集力
や研究手法を応用し、得られた資料ならび
に結果を分析的・批判的に吟味できる（メ
ディアリテラシー、クリティカルシンキン
グ）。

具体的な課題に情報収集力や研究手法を応用
し、得られた資料ならびに結果をまとめ、その内容
を分析的・批判的に吟味することができる

具体的な課題に情報収集力や研究手法を応用
し、得られた資料ならびに結果をまとめ、その内容
を論理的に正確に読解することができる

具体的な課題に情報収集力や研究手法を応用
し、得られた資料ならびに結果をまとめることがで
きる

(1)

教育諸現象から問題点を見極め、適切な
研究手法を適用し、独自の成果として結論
を提起できる研究能力を習得している。

教育諸現象から問題点を見極め、適切な研究手
法の適用と資料吟味を通して説得力のある議論を
展開し、独自の成果として結論を導くことができる

設定した課題について、適切な研究手法と資料吟
味を通して、整合性のある議論を展開し、適切に
結論を導くことができる

設定した課題について整合性のある議論を展開
することができる

(2)

研究成果を正確かつ明瞭に発表するため
の諸技能を習得している。

口頭や文章で研究成果を正確かつ明瞭にプレゼ
ンテーションすることができ、質疑応答において生
産的なコミュニケーションをおこなうことができる

口頭や文章で研究成果を正確かつ明瞭にプレゼ
ンテーションすることができ、質疑応答において適
切にコミュニケーションすることができる

口頭や文章で研究成果を正確かつ明瞭にプレゼ
ンテーションすることができる

(3)

研究成果への自他の評価を踏まえて、教
育に関する研究・実践を発展的に継続す
ることができる。

自らの研究成果の問題点を把握し新たな課題を
見出すことができ、その課題の解決について展望
を持つことができる

自らの研究成果の問題点を把握でき、新たな課題
を見出すことができる

自らの研究成果の問題点を把握することができる

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

能
力
・
技
能

教育学は人間と社会に関わる諸科学と密接な関連をもちながら発展してきた学際的な学問である。それゆえ，教育学プログラムでは，人間と社会についての幅
広く深い洞察を養う教養教育を基盤として，教育関連諸科学の専門的知識を教授する専門教育を積み上げる。さらに，教育学の研究手法の土台となる，外国語
能力や情報に関する基礎的知識・活用技術・モラルなどを教養教育で身につける。



評価項目と授業科目との関係 別紙３

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 大学教育基礎科目 4 必修 1セメ 50 1 50 1 100

領域科目 8
選択
必修

1セメ　2セメ
3セメ　4セメ 100 1 100

外国語科目 10
選択
必修

1セメ　2セメ 100 1 100

情報・データサイエンス科目 4
選択
必修

1セメ　2セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 教育哲学 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

日本東洋教育史 I 1
選択
必修

1セメ 100 1 100

西洋教育史 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

教育社会学 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

教育方法学 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

社会教育学 I 1
選択
必修

1セメ 100 1 100

教育行政学 I 1
選択
必修

1セメ 100 1 100

比較教育学 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

教育経営学 I 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

幼児教育学 I 1
選択
必修

1セメ 100 1 100

高等教育概論 2
選択
必修

4セメ 100 1 100

教育哲学 II 1
選択
必修

2セメ 100 1 100

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(1)
教育哲学、日本東
洋教育史、西洋教

育史、教育社会学、
教育方法学、社会
教育学、教育行政

学、比較教育学、教
育経営学、幼児教

育学、高等教育学な
どの教育関連諸科

学の基礎を習得して
いる。

(1)
外国語運用能力、

統計分析、観察法、
情報処理など、教育
学の研究手法の基
礎を習得している。

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(2)

現代の多様なメディ
ア状況に対応し、図
書館、資料・史料

館、インターネットな
どを駆使して、教育
に関する情報を収集

できる。

総合的な力
(3)

研究成果への自他
の評価を踏まえて、
教育に関する研究・
実践を発展的に継

続することができる。

(1)
教育諸現象から問

題点を見極め、適切
な研究手法を適用
し、独自の成果とし
て結論を提起できる
研究能力を習得して

いる。

(2)
研究成果を正確か
つ明瞭に発表する
ための諸技能を習

得している。

(3)
具体的な教育課題
に対して、情報収集
力や研究手法を応
用し、得られた資料
ならびに結果を分析
的・批判的に吟味で
きる（メディアリテラ

シー、クリティカルシ
ンキング）。



科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(1)
教育哲学、日本東
洋教育史、西洋教

育史、教育社会学、



科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(1)
教育哲学、日本東
洋教育史、西洋教

育史、教育社会学、
教育方法学、社会
教育学、教育行政

学、比較教育学、教
育経営学、幼児教

育学、高等教育学な
どの教育関連諸科

学の基礎を習得して
いる。

(1)
外国語運用能力、

統計分析、観察法、
情報処理など、教育
学の研究手法の基
礎を習得している。

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(2)

現代の多様なメディ
ア状況に対応し、図
書館、資料・史料

館、インターネットな
どを駆使して、教育
に関する情報を収集

できる。

総合的な力
(3)

研究成果への自他
の評価を踏まえて、
教育に関する研究・
実践を発展的に継

続することができる。

(1)
教育諸現象から問

題点を見極め、適切
な研究手法を適用
し、独自の成果とし
て結論を提起できる
研究能力を習得して

いる。

(2)
研究成果を正確か
つ明瞭に発表する
ための諸技能を習

得している。

(3)
具体的な教育課題
に対して、情報収集
力や研究手法を応
用し、得られた資料
ならびに結果を分析
的・批判的に吟味で
きる（メディアリテラ

シー、クリティカルシ
ンキング）。

幼児教育学演習 I 1
選択
必修

4セメ 50 1 50 1 100

教育哲学演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

日本東洋教育史演習 II 1
選択
必修

4セメ 50 1 50 1 100

西洋教育史演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

教育社会学演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

教育方法学演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

社会教育学演習 II 1
選択
必修

4セメ 50 1 50 1 100

教育行政学演習 II 1
選択
必修

4セメ 50 1 50 1 100

比較教育学演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

教育経営学演習 II 1
選択
必修

3セメ 50 1 50 1 100

幼児教育学演習 II 1
選択
必修

4セメ 50 1 50 1 100

教育哲学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

日本東洋教育史課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

西洋教育史課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

教育社会学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

教育方法学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

社会教育学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

教育行政学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

比較教育学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

教育経営学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100



科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(1)
教育哲学、日本東
洋教育史、西洋教

育史、教育社会学、
教育方法学、社会
教育学、教育行政

学、比較教育学、教
育経営学、幼児教

育学、高等教育学な
どの教育関連諸科

学の基礎を習得して
いる。

(1)
外国語運用能力、

統計分析、観察法、
情報処理など、教育
学の研究手法の基
礎を習得している。

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(2)

現代の多様なメディ
ア状況に対応し、図
書館、資料・史料

館、インターネットな
どを駆使して、教育
に関する情報を収集

できる。

総合的な力
(3)

研究成果への自他
の評価を踏まえて、
教育に関する研究・
実践を発展的に継

続することができる。

(1)
教育諸現象から問

題点を見極め、適切
な研究手法を適用
し、独自の成果とし
て結論を提起できる
研究能力を習得して

いる。

(2)
研究成果を正確か
つ明瞭に発表する
ための諸技能を習

得している。

(3)
具体的な教育課題
に対して、情報収集
力や研究手法を応
用し、得られた資料
ならびに結果を分析
的・批判的に吟味で
きる（メディアリテラ

シー、クリティカルシ
ンキング）。

幼児教育学課題演習 1・1
選択
必修

5セメ
6セメ

50 1 50 1 100

教育学総合演習A 1 必修 4セメ 100 1  100

教育学総合演習B 1 必修 6セメ 100 1 100

教育哲学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

日本東洋教育史課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

西洋教育史課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

教育社会学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

教育方法学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

社会教育学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

教育行政学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

比較教育学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

教育経営学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

幼児教育学課題研究 1・1
選択
必修

7セメ
8セメ

100 1 100

卒業論文 6 必修 8セメ 50 1 50 1 100



別紙４
教育学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）

日本東洋教育史 I, II（○） 教育哲学 I, II（○） 高等教育概論（○）
社会教育学 I, II（○） 西洋教育史 I, II（○） 教育学総合演習Ａ（◎）

教育行政学 I, II（○） 教育社会学 I, II（○）
幼児教育学 I, II（○） 比較教育学 I, II（○）

教育方法学 I, II（○）
教育経営学 I, II（○）

外国語科目（○） 外国語科目（○） 教育調査統計法演習（○）

教育哲学演習 I, II（○） 教育フィールドワーク演習（○）

西洋教育史演習 I, II（○） 日本東洋教育史演習 I, II（○）

教育社会学演習 I, II（○） 社会教育学演習 I, II（○）

教育方法学演習 I, II（○） 教育行政学演習 I, II（○）

比較教育学演習 I, II（○） 幼児教育学演習 I, II（○）

教育経営学演習 I, II（○）

大学教育基礎科目（◎） 教育哲学課題演習（○） 教育哲学課題演習（○）

情報・データサイエンス科目（○） 日本東洋教育史課題演習（○） 日本東洋教育史課題演習（○）

西洋教育史課題演習（○） 西洋教育史課題演習（○）

教育社会学課題演習（○） 教育社会学課題演習（○）

教育方法学課題演習（○） 教育方法学課題演習（○）

社会教育学課題演習（○） 社会教育学課題演習（○）

教育行政学課題演習（○） 教育行政学課題演習（○）

比較教育学課題演習（○） 比較教育学課題演習（○）

教育経営学課題演習（○） 教育経営学課題演習（○）

幼児教育学課題演習（○） 幼児教育学課題演習（○）

情報・データサイエンス科目（○） 教育哲学演習 I, II（○） 日本東洋教育史演習 I, II（○） 教育哲学課題演習（○） 教育哲学課題演習（○）

西洋教育史演習 I, II（○） 社会教育学演習 I, II（○） 日本東洋教育史課題演習（○） 日本東洋教育史課題演習（○）

教育社会学演習 I, II（○） 教育行政学演習 I, II（○） 西洋教育史課題演習（○） 西洋教育史課題演習（○）

教育方法学演習 I, II（○） 幼児教育学演習 I, II（○） 教育社会学課題演習（○） 教育社会学課題演習（○）

比較教育学演習 I, II（○） 教育方法学課題演習（○） 教育方法学課題演習（○）

教育経営学演習 I, II（○） 　 社会教育学課題演習（○） 社会教育学課題演習（○）

教育行政学課題演習（○） 教育行政学課題演習（○）

比較教育学課題演習（○） 比較教育学課題演習（○）

教育経営学課題演習（○） 教育経営学課題演習（○）

幼児教育学課題演習（○） 幼児教育学課題演習（○）

４年

知
識
・
理
解

　1) 教育哲学、日本東洋
教育史、西洋教育史、教
育社会学、教育方法学、
社会教育学、教育行政
学、比較教育学、教育経
営学、幼児教育学、高等
教育学などの教育関連
諸科学の基礎を習得し
ている。

能
力
・
技
能

2) 現代の多様なメディア
状況に対応し、図書館、
資料・史料館、インター
ネットなどを駆使して、教
育に関する情報を収集
できる。

3) 具体的な教育課題に
対して、情報収集力や研
究手法を応用し、得られ
た資料ならびに結果を分
析的・批判的に吟味でき
る（メディアリテラシー、ク
リティカルシンキング）。

1) 外国語運用能力、統
計分析、観察法、情報処
理など、教育学の研究手
法の基礎を習得してい

る。

評価項目

学習の成果 １年 ２年 ３年



教育哲学課題研究（○） 教育哲学課題研究（○）

日本東洋教育史課題研究（○） 日本東洋教育史課題研究（○）

西洋教育史課題研究（○） 西洋教育史課題研究（○）

教育社会学課題研究（○） 教育社会学課題研究（○）

教育方法学課題研究（○） 教育方法学課題研究（○）

社会教育学課題研究（○） 社会教育学課題研究（○）

教育行政学課題研究（○） 教育行政学課題研究（○）

比較教育学課題研究（○） 比較教育学課題研究（○）

教育経営学課題研究（○） 教育経営学課題研究（○）

幼児教育学課題研究（○） 幼児教育学課題研究（○）

大学教育基礎科目（◎） 教育学総合演習B（◎） 卒業論文（◎）

卒業論文（◎）
　

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
な
力

1) 教育諸現象から問題
点を見極め、適切な研究
手法を適用し、独自の成
果として結論を提起でき
る研究能力を習得してい
る。

2) 研究成果を正確かつ
明瞭に発表するための
諸技能を習得している。

3) 研究成果への自他の
評価を踏まえて、教育に
関する研究・実践を発展
的に継続することができ
る。



別紙５ 

教 育 学 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト  
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

丸山 恭司 教授 6730 教育学部 A501  yasumaru@ 

杉田 浩崇 准教授 6731 教育学部 A502 hiro9525@ 

鈴木 理惠 教授 6736 教育学部 A508 suzukrie@ 

三時 眞貴子 准教授 6737 
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